
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

松前町は平成72年に25,000人のまちを維持します

Statistics
統計

1年生と
ハイタッチ

修学旅行で
ハイタッチ

（　）は前月比

男性   14,574人     
女性   16,248人    
合計   30,822人    
世帯   13,292世帯

(－3）
(－4）
(－7）
(＋8）

人の動き
 （Ｈ29.5.31現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   7 月31日月    口座振替  7 月 25 日火

固 定 資 産 税               　 　　            　       第 2 期
国民健康保険税（普通徴収）　  　  第 1期 ・全期
介護保険料（普通徴収）　　　　　  第 1期 ・全期
後期高齢者医療保険料（普通徴収）   第 1期 ・全期

　私たちは今、「ハイタッチあいさつ」をがんばっています。
　6年生の始めに、みんなで決めた目標 「最高・学年」に向
かってがんばっています。そして、その一部として、ハイタッ
チあいさつをしています。朝のハイタッチあいさつでは、6
年生が校門に並び、通る下級生や先生にみんなが気持ちよ
くなるあいさつを心がけています。1年生でもちゃんと手が
届くように工夫しながらあいさつをしています。修学旅行
では、「ハイタッチの松前」を広げるため、会う人、一人一人
にしっかりあいさつをしました。最後には周りの人だけで
なく、自分たちも気持ちよくなっていて、あいさつのすばら
しさをよりいっそう感じました。
　このような、私たち松前っ子は、義農精神を受け継ぎ「小
さなことでもコツコツ」とがんばっています。そうして、い
つの間にか世界一あいさつができる松前小学校となるよう
に、何十年も続く伝統を創立130周年の今期で築きたいで
す。
　また、これからも世界一あいさつができる学校として、
日々あいさつを続けていきます。
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Reporter
町民が松前町の魅力を取材します

魅 力  伝え隊
松  前  の

今回は私が全校で取り組んでいる「松前小学校の
ハイタッチあいさつ運動」について紹介します。

このコーナーは、広報担当者で
はなく町民の皆さんがカメラを
持って、松前町の魅力を取材し
ます。取材してくれる人を募集
中です。詳しくは、総務課広報
情報係 （☎985-4132)に連絡を。

渡邊実咲 ちゃん
＝松前小学校6年生＝

Watanabe Misaki

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

◉PROFILE
ほんだ・かずお　自営業。趣味はキャンプ。松山市出身
ほんだ・はやみ　  自営業。今年の夏は、シュノーケリングを頑張る
　予定。松山市出身
ほんだ・ここね　スケボーにはまっている。小 4

　中川原に住む本多さんファミリー。お互いのことを思いや
る仲良し家族です。
　自営業の仕事だけでなく、家庭でも助け合っている一夫さ
んと早美さん。早美さんは「家庭のこともしっかりしてくれ
る」、一夫さんは「夜、こっそり味噌汁やサラダを作って朝ごは
んの準備をしてくれることもある」と言います。そんな両親の
姿を見ている心寧ちゃんも、「パパに似て優しい」と早美さん
が話すように、進んでお手伝いをしています。
　このように家族3人がお互いを思い合って過ごしている本
多さんファミリーですが、楽しみにしていることは休日の時間
です。「習っていないはずのアニメの曲を弾いてくれる」と一
夫さんが話すように、心寧ちゃんがギターを披露したり、飼っ
ているカメレオンのパスカルのために昆虫採集に行ったり―。
長い休日のときは、キャンプやカヌーなどの川遊び、海での
シュノーケリング…楽しみは尽きません。「毎年、真っ黒に焼
けちゃいます」と笑う本多さんファミリーの家族3人の楽しい
思い出は、まだまだ増えていきそうです。
　次回は、家族ぐるみで仲良しの北野由香さん＝中川原＝ファ
ミリーをご紹介します。

本多一夫さん　 早美さん   心寧ちゃん
（中川原）

家 族 の き ず な

学校自慢編

登校した6年生が
ハイタッチあいさつ

世界一あいさつが
できる学校として
あいさつを続けます

　岡田小学校３年生の橘理花ちゃん。昨年の10月に行われた
日本ピアノ研究会主催の「ジュニアピアノコンクール四国本選」
で優良賞に選ばれ、全国大会出場を果たすなど、ピアノを頑
張っている女の子です。
　ピアノを始めたのは幼稚園の年長のとき。「家のピアノでお母
さんが弾いている姿を見て習いたいと思った」と話す理花ちゃ
ん。週に１、2回ピアノ教室に通うほか、毎日自宅で数時間の練
習に励んでいます。
　積み重ねた練習の成果が実を結び、全国大会に出場。「演奏
した曲の『腰の膨らんだ小さなスカート』では、音の強弱に気を
付けたり、寂しそうなところを感情を込めて弾いたりしました」
と頑張ったところを振り返ります。
　理花ちゃんは大きな舞台を経験したことで、大きな目標がで
きました。「今度のコンクールで１位になって、また全国大会に
出場したい」と話す理花ちゃん。開催が間近に迫ったコンクー
ルで１位を取るため、一生懸命練習に取り組んでいきます。

Kids 岡田小 3年・上高柳         橘
たちばな

　理
り か

花 ちゃん   
「ピアノでもう一回全国大会に出たい」頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!
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